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藤子・Ｆ・不二夫さんのまんがのキャ

ラクターに、「小池さん」というひとが 

います。このひと、インスタントラーメ

ンが、三度のごはんより、大好きなん

です。 

 

その小池さんが、料理の得意なひと

と結婚します。小池さんの家にやっ

てきて、奥さんはびっくりします。 

「まあ、インスタントラーメンばっかり

食べて！ おいしいラーメンなら、私

にまかせて！」。奥さんは、小池さん

の健康を考えて、愛情たっぷりのラ

ーメンを手づくりします。 

 

ところが、小池さんは、どんどん元気

がなくなっていきます。奥さんの手づ

くりラーメンは、もちろんうれしいけれ

ども、小池さんは、「インスタントラー

メン」が好きなのです。とうとうがまん

しきれなくなって、奥さんに隠れて、

こっそり、インスタントラーメンを食べ

てしまいます。 

 

でも、それを知った奥さんは、はっと、

気づくのです。小池さんの健康に気

をつかうことも大切だけれど、自分に

とっての幸福は、小池さんと一緒に

いて、一緒に幸せを感じることなんだ

って…。 

 

奥さんは、小池さんと一緒に、インス

タントラーメンを食べることにしました。

二人で一緒に、インスタントラーメン

を食べていると、小池さんも奥さんも

幸せを感じるのでした。一流のレスト

ランのラーメンよりも、もっともっとお

いしく感じるのでした♪ 

 

インスタントラーメンの是非は、まあ

置いといて、私はこのエピソードが大

好きです。 

 

子どものころ、このお話は、自分の好

きなことを大切にすると幸せになれる、

という意味に解釈していました。 

でも、おとなになって思い返してみる

と、そこには、もう一つ意味があるよう

に思うのです。自分のこころに正直

に生きると、相手の正直なこころとつ

ながれるということです。 

 

もしも、小池さんが奥さんにあわせて、

ずっとインスタントラーメンをがまんし

ていたら、どうなったでしょうか。きっ

と、奥さんが奥さんの好きなことをし

ているのを、ゆるせなくなっていくの

ではないでしょうか。 

「自分ががまんしているのだから、相

手も…」。そして、お互いがお互いを

しばりあって、二人とも不幸になって

しまうような気がするのです。 

 

まんがのストーリーは、そこで終わっ

ていましたが、もしかしたら、その後

の小池さんは、インスタントラーメン

だけでなく、奥さんの愛情たっぷりの

ラーメンも、大好きになっていくので

はないでしょうか。奥さんも、インスタ

ントラーメンを、もっとおいしくつくる

ワザを、みがいていくのではないで

しょうか。 

 

自分のこころに正直になることは、ひ

とりだけ好きなことをするということで

はないのです。それでは、いつか、

ひとりぼっちになってしまいます。 

 

自分にＯＫをあげるぶんだけ、ひと

にもＯＫをあげるということなのです。 

お互いにＯＫを出しあって、もしもそ

こで、ぶつかることが起きたときには、

その、お互いの気持ちを尊重しあい

ながら、お互いが受け入れられるとこ

ろを、探していくということなのです。 

 

私もＯＫ。あなたもＯＫ。そしたら、私

たちは、あらそうことなく、この世界に

共存できるような気がするのです。 

 

そのためにも、まず、自分のこころに

正直になること。自分が何をやりたい

のか、やりたくないのかを、きちんと

見つめること。それを、しっかりと、伝

えるべき相手に伝えていくということ。

そこからすべてははじまるように思う

のです。 
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